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矢板市森づくりビジョン 

 

 

 

 

 

「森林
も り

」は、森（樹木が多く生い茂っているところ）と、林（樹木が多く立ち並ん

でいるところ）のほか、生物や土壌を含めた幅広い意味を有しています。 

矢板市の「森」という言葉には「森林
も り

」という意味を込めており、矢板市は「森林
も り

づくり」を森林所有者や市民をはじめとする関係者の皆様と共に積極的に推進して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 月 

栃木県矢板市 
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１．はじめに 

 

（１）森づくりビジョン策定の目的 

 

矢板市の森林①は、市の総面積の約 57％を占めており、土砂災害の防止や水源か

ん養②、生物多様性の保全、保健・レクリエーション、地球温暖化防止、更に木材等

の生産など、多面的機能を有しており、市民共有の大切な財産となっています。 

 このような多面的機能は、森林が健全な状態に保たれることによって発揮され、

中山間地域のみならず、市内全域の市民生活にも安らぎと潤いをもたらしています。 

しかしながら、近年は、林業③の担い手の高齢化や後継者不足等により、管理が不

十分な森林が増えている状況にあります。 

 また、脱炭素社会④への取組として炭素吸収源である森林による地球温暖化防止

を推進することに加え、再生可能エネルギー⑤施設や盛土規制⑥など、森林に関する

環境問題に対する意識の高まり、土砂流出防止や洪水軽減などの多面的機能の発揮

など、森林が担う重要な役割が再認識されてきています。 

 このような中で、市では、森林の有する多面的機能の持続的な発揮を図る森林づ

くりを行いつつ、森林資源の伐採、造林、利活用といった循環により、地域の産業

として持続する施策による地域活性化を図り、次世代へ豊かな森林を継承すること

を目的に条例を制定しました。 

森づくりビジョンは、高原山の豊かな森林資源に恵まれた矢板市が、人と森林の

共生を意識して、森林資源を生かした魅力ある地域を目指すために策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）森づくりビジョンの位置付け 

 

 矢板市は、令和５年１０月１日「矢板市森づくり条例」を制定し、基本理念を掲

げ、森づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するための「森づくりビジョ

ン」及び「森づくりアクションプラン」を策定します。 
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基本理念 

＊矢板市森づくり条例抜粋 

（森づくりビジョン） 

第１７条 市長は、森づくりに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本構

想（以下「森づくりビジョン」という。）を策定するものとする。 

２ 森づくりビジョンには、次に掲げる事項について定めるものとする。 

⑴ 森づくりに関する目標及び基本方針 

⑵ 森づくりに関する施策の基本となる事項 

⑶ 森づくりを推進するための体制の整備に関する事項 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、森づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 

３ 市長は、必要があると認めるときは、森づくりビジョンを変更することができる。 

４ 市長は、森づくりビジョンの策定及び変更に当たっては、森林所有者、市民、森林組

合、林業及び木材産業等事業者等の意見を聴くものとする。 

５ 市長は、森づくりビジョンの策定及び変更をしたときは、遅滞なく、これを公表する

ものとする。 

（森づくりアクションプラン） 

第１８条 市長は、森づくりビジョンを実現するための行動計画（以下「森づくりアクシ

ョンプラン」という。）を策定し、必要な具体的施策を定めるものとする。 

２ 市長は、森づくりに関する施策の効果に関する評価を踏まえ、おおむね５年ごとに、

森づくりアクションプランを変更するものとする。 

３ 前条第４項及び第５項の規定は、森づくりアクションプランの策定及び変更について

準用する。 

 

 

 

条例の具現化に向けた 

基本構想                          

ビジョンで示され 

た基本的な施策の

行動計画 

 

 

 森づくりビジョンで示す施策の推進に当たっては、矢板市の他分野の計画に含ま

れる「森林」に関する要素と整合性を図りながら、本ビジョンの施策を進めていき

ます。加えて、国や県等が示す林務行政に関する各種の施策方針との整合性も図っ

森づくり条例 

森づくりビジョン 

（目指す姿と基本的な施策） 

森づくりアクションプラン 

（施策の取組方針と具体的な取組） 
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ていきます。 

 

矢板市の計画  ▷やいた創生未来プラン     ▷矢板市森林整備計画⑦ 

        ▷矢板市環境基本計画       

        ▷矢板市気候変動対策計画 

        ▷矢板市鳥獣被害防止計画    ▷矢板市森づくりビジョン 

        ▷矢板市観光振興アクション   ▷矢板市森づくり 

プラン         アクションプラン             

                         

栃木県の計画  ▷とちぎ森林創生ビジョン         ▷矢板市林業成長 

        ▷那珂川地域森林計画            産業化推進アク 

        ▷栃木県鳥獣保護管理事業          ションプラン⑧ 

                  計画 

 

国の計画    ▷森林・林業基本計画 

        ▷全国森林計画 

         

国の法令    ▷森林法 

▷森林・林業基本法 

        ▷森林経営管理法 

        ▷森林環境税及び森林環境 

譲与税に関する法律 

        ▷鳥獣保護管理法 

 

 

（３）森づくりビジョンの期間 

 

 ①森づくりビジョン 

   森づくりビジョンでは、矢板市の森林のおおむね 10 年後の目指す姿（将来

像）や、その達成に向けての基本的な施策を示します。 

 

 ②森づくりアクションプラン 

   森づくりアクションプランでは、森づくりビジョンで示す目指す姿（将来像）

を実現するためのおおむね５年間の行動計画を示します。 

 

森
林
に
関
す
る
要
素
と
の
整
合 

整
合
連
携 
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市長 

＊森づくりビジョン等の決定 

＊森づくりビジョン等推進方策の決定 

＊森づくりビジョンの点検・評価結果の公

表 

 

森づくりビジョン等推進 

政策調整会議（庁内組織） 

＊森づくりビジョン等の検討及び策定 

＊森づくりビジョン等の進捗状況確認 

＊「森林」に関する施策及び事業の調整 

＊森林所有者・市民・森林組合・林業及び

木材産業事業者へ普及 

矢板市森づくり協議会 

＊森づくりビジョン等の策定・見直し

などについての審議・答申 

矢板市林業・木材産業 

成長化推進協議会 

（事務局：農林課） 

＊矢板市林業成長産業化推進アクショ

ンプランの実施 

事務局（農林課） 

＊森づくりビジョン等の作成 

＊森づくりビジョン等の進捗状

況のとりまとめ 

＊情報提供・発信 

森林所有者・市民・森林組合 

林業及び木材産業等事業者 

＊森づくりに関する施策へ協力 

＊森づくり活動の実践 

矢板市森林経営管理推進協議会 

（事務局：農林課） 

＊森林経営管理制度⑨の推進 

＊森林環境譲与税⑩使途の検討 

 

（４）森づくりビジョンの推進体制 

 

 森づくりビジョンは、森づくりアクションプランと関連して一体となって推進しま

す。 

 

                  諮問 

 

答申 

 

         報告 

 

                  普及 

協力 

                支援 

情報提供 

 

 

                  意見 

協力 

支援・普及・協力 

 

 

                  連携 

協力 

                 情報共有 

 

 

 

 

 

 

 

● 矢板市森づくり協議会 

 市長から諮問された森づくりビジョン及び森づくりアクションプラン（「森づく
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りビジョン等」という。）の策定・変更などについて審議及び答申を行います。ま

た、森づくりビジョン等推進に対する専門的知見から、森づくりビジョン等推進政

策調整会議が作成した報告書について評価や意見・提言を行います。 

 

● 森づくりビジョン等推進政策調整会議 

 庁内での森づくりビジョン等の基本施策の検討を行うとともに、森づくりビジョ

ン等の進捗状況を把握・整理し、森づくりに関する取組方針・事業の調整を行いま

す。また、森づくりビジョン等の策定・変更に当たって原案を作成します。 

 

● 森づくりビジョン等推進政策調整会議事務局（農林課） 

 森づくりビジョン等の策定・変更・進捗状況などについて、庁内各課から情報を

収集・整理して取りまとめ、森づくりビジョン等推進政策調整会議での確認・評価

と改善策の検討を行います。その結果を矢板市森づくり協議会に報告するとともに、

市の公式ホームページなどで公表します。 

 

● 森林所有者・市民・森林組合・林業及び木材産業等事業者 

それぞれの役割は、矢板市森づくり条例に示しています。 

  

＊矢板市森づくり条例抜粋 

（森林所有者の役割） 

第５条 森林所有者は、基本理念にのっとり、森づくりの重要性を深く認識するとともに、

所有し、又は育成する森林について、森林の有する多面的機能が十分に発揮される森づ

くりに努めるものとする。 

２ 森林所有者は、所有し、又は育成する森林の境界及び木竹の状況を把握し、当該森林

の管理方針を明らかにするよう努めるものとする。 

３ 森林所有者は、森づくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（市民の役割） 

第６条 市民は、基本理念にのっとり、森林の有する多面的機能が市民共有の財産である

ことを認識し、森づくりに関する取組に協力し、又は参加するよう努めるものとする。 

２ 市民は、地域で生産される木材その他の林産物を積極的に活用するよう努めるものと

する。 

（森林組合の役割） 

第７条 森林組合は、基本理念にのっとり、森林の管理の中核的な担い手として、自らの

責任において、木材その他の林産物の生産、供給等を通して森づくりに積極的に取り組
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むよう努めるものとする。 

２ 森林組合は、当該組合員の森林の管理が適正に行われるように働きかけるとともに、

計画的な森づくりを推進するよう努めるものとする。 

３ 森林組合は、森づくりに関する施策に協力するよう努めるものとする。 

（林業及び木材産業等事業者の役割） 

第８条 林業及び木材産業等事業者は、基本理念にのっとり、その事業の実施に当たって

は、森林の有する多面的機能が十分に発揮される森づくりに努めるとともに、木材その

他の林産物の循環利用が可能な森づくりに努めるものとする。 

２ 林業及び木材産業等事業者は、森づくりに関する施策に協力するよう努めるものとす

る。 

  

● 矢板市林業・木材産業成長化推進協議会（H30.７.5 設置） 

 市内の素材生産事業者や製材加工事業者、市が構成員、国県の関係機関がアドバ

イザーで組織されています。本協議会は、矢板市が林野庁の「林業成長産業化地域

創出モデル事業⑪」に平成 30 年度に選定され、令和４年度までの５年間、地域の林

業成長産業化にかかる事業について、実施主体となり取り組みました。森づくりビ

ジョン等の林業・木材産業にかかる施策の取組と連携を図り、森林所有者・市民・

森林組合・林業及び木材産業等事業者へ支援・普及・協力を行います。 

 

● 矢板市森林経営管理推進協議会（R2.7.1 設置） 

 市内の素材生産事業者や製材加工事業者、市、国県の関係機関で組織され、森林

経営管理制度（森林経営管理法・H31.4）の運用や森林環境譲与税（H31.4 創設）

の使途の検討を行います。森づくりビジョン等の施策の取組と連携を図ります。 
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２．矢板市の森林の現状と課題 

 

（１）森林の現状 

 

 矢板市は栃木県の北東部に位置し、県都の宇都宮市から 32.3㎞、東京から 141.8

㎞の距離にあり、東西約 11.6 ㎞、南北約 24.2 ㎞で、ほぼ長方形をなしていて、

総面積は 17,046ha です。 

地理的にみると、北部は、高原山へ続く森林地帯で、市の東西方向は、なだらか

な丘陵地となっており、市の中南部を、箒川、内川、荒川が貫流し、肥沃な田園地

帯を形成しています。 

 矢板市の森林は、その歴史を「ふるさと矢板のあゆみ（平成元年・矢板市発行）」

でみると、矢板市北部の高原山麓はかつて、官有地（国有林）でありました。その

後、その一部については、民間の会社や栃木県に払下げが行われました。 

現在の矢板市の国有林・民有林（県有林・公有林・私有林を含む）の分布は、北部

の山間部は、国有林と民有林が混在し、南部の平野部は民有林となっています。 

民有林のうち 31％が保安林⑫に指定されており、その種類別では、水源かん養保

安林が 87％と最も多く、急傾斜地での土砂流出防備保安林は 13％で、北部（泉地

区）を中心に分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、北部は、ブランド材「たかはら材」の産地で、スギ・ヒノキを中心とする 

林業生産の中心にもなっています。 

 西部（矢板地区）は、傾斜が緩く、スギ・ヒノキを主体に伐採・搬出・再造林⑬と

いった林業の適地となっています。 

南部（片岡地区）は、里山林⑭が中心となっています。 

以上のように、矢板市の森林には、安全安心な生活に寄与する保安林、産業とし

て木材を生産する森林、生活に密接する里山林が存在し、これらには、生物多様性

の保全やレクリエーション機能などもあり、それぞれの調和を図りつつ、いずれも

適正な森づくりが必要です。 
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《矢板市の国有林と民有林》 
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《矢板市の民有林の植生図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民有林の多くは、林業に適したスギ・ヒノキ林で、 

北部（主に県有林）と南部（平野部）では広葉樹が 

分布しています。 
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（２）森林資源の現状と課題 

 

 矢板市の森林面積は、約 9,700ha で市の総面積の 57％を占めています。 

矢板市にある森林のうち、民有林が全体の７８％を占め、民有林のうち、個人所

有の私有林が 83％、県有林は 16％、公有林（市有林）は 1％未満になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 民有林のうち天然林⑮と人工林⑯の割合は、天然林が 25％、人工林が 75％で、人

工林の 9９％がスギ・ヒノキを中心とする針葉樹となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

針葉樹のうち、スギ・ヒノキの割合は、スギが６３％、ヒノキが３７％で、また、

スギの成熟した林齢 40 年以上、ヒノキの成熟した林齢 50 年以上の林業に適した

木材資源は、スギ・ヒノキを合わせて全体の 77%となっています。 
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林業に適したスギ・ヒノキ人工林の面積を、齢級別に見ると、スギは、林齢 60 年

前後が多く、林齢 40 年未満が極端に少なくなっています。ヒノキは林齢 40 年か

ら 65 年まではほぼ同等で、林齢 25 年未満が、極端に少なくなっています。 

このことから、矢板市の森林資源の状況は平準化が図られているとは言い難く、

主に成熟したスギの人工林の皆伐再造林⑰を行い森林の若返りを図りつつ、産出さ

れた木材を有効活用するといった森林資源の循環利用⑱（植える、育てる、伐る、上

手に使う）を進めていく必要があります。 

 

                       ⑲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：１齢級＝５年 

 

 皆伐再造林については、森林の立地条件等により、木材利用を目的とした森林（生

産林）とするか、環境に配慮した森林（非生産林）とするか考慮する必要がありま

す。 

また、伐採された木材が安定的に建築材等に利活用される体制も必要です。 

 皆伐再造林は、バランスよく計画的に進めていく必要があります。 
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３.基本理念 

 

（１）森づくりの３つの理念 

 

 矢板市森づくり条例では、市の責務、森林所有者・市民・林業及び木材産業等事

業者・関係行政機関の役割を明確にし、基本理念を示しています。 

 

＊矢板市森づくり条例抜粋 

（基本理念） 

第３条 森づくりは、市、森林所有者、市民その他森林に関わる全ての者が連携して、次

に掲げる事項を基本として行うものとする。 

⑴ 森林の有する多面的機能が市民生活の安全及び安心の基盤であることから、自然の

仕組みを重視した長期的な展望に立ち、生物の多様性に配慮するとともに、立地条件

等の特性に応じた森林の適正な管理を実施することにより、多面的機能が高度に発揮

される森づくりを推進すること。 

⑵ 林業及び木材産業の健全な発展が人工林の適正な管理に寄与することから、林業及

び木材産業を振興することにより、木材資源の循環利用が可能な森づくりを推進する

こと。 

⑶ 豊かな森林資源とその循環利用が地域の活性化に寄与することから、まちづくりと

一体となった森づくりを推進すること。 

 

（２）目指す姿 

 

３つの理念を念頭に、４つの目標を定め、それぞれの調和を図りながら、森林資

源を生かした地域を目指し、矢板市の森づくりを進めていきます。 

 

（１） 市民生活の安全・安心の基盤となる森林 

  

（２） 生物の多様性に配慮した森林 

  

（３） 林業・木材産業の振興 

  

（４） 森林資源を生かしたまちづくり 
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４つの目指す姿それぞれの目的に合った健全な森づくりは、森林の立地などの状況

により、それぞれ重視するところは異なりますが、目的達成の過程においては、森林

の役割が相互に重なり合っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高原山の豊かな森林は、その存在により従来から多面的機能が発揮されてきている

中で、時代の変化とともに、生物の多様性や森林資源の利活用、炭素吸収源としての

森林への意識が高まっています。それぞれのニーズにあった４つの目指す姿に対応す

る森づくりを行い、人と森林が共生する地域を目指します。 

 

 

 

 

市 民 生 活 の 

安全・安心の基盤

と な る 森 林 

生物の多様性

に配慮した 

森    林 

林 業 ・ 

木材産業

の 振 興 

森林資源を 

生 か し た 

まちづくり 

森林資源を生かした

魅力ある地域 

水 

地域団体活動 

災害防止 

木材生産 

木造建築物 

CO₂吸収 

吸収 

起業・就業 

定住 木育 

森林環境教育 

癒し 

環境保全 

森林の更新 

森林の保全 

花粉発生源対策 
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４.森づくりの基本的な施策 

基本的な施策の推進体系図は次のとおりです。 

 

    目指す姿      基本的な施策        取組方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

市民生活の安全・

安心の基盤となる

森林 

森林の多面的機能を発

揮させるための森づく

りを推進します 

適正な森づくり 

災害に強い森づくり 

倒木被害の未然防止 

森林を健全な状態で保

持するための鳥獣虫害

対策を講じます 

植栽された苗木の保護 

シカの駆除（ヤマビル⑳対策） 

ナラ枯れの未然防止と発生時

の対応 

（２） 

生物の多様性に配

慮した森林 

森林の保全に努めます 

立地条件等の特性に応

じた樹種の選定に努め

ます 

里山林の保全に努めま

す 

林地開発の指導 

違法者への指導 

樹種の選定へのアドバイス 

住民による里山林の手入れ活動の

推進 
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（３） 

林業・木材産業の

振興 

森林資源の循環利用を

推進します 

森林資源の循環利用の推進 

森林情報の把握・更新 

再造林の推進 

経営基盤が安定した林

業・木材産業を目指しま

す 

新たな起業者や就業者の創出 

担い手への支援 

林業の魅力 PR 

 

未利用材の利活用の推進 

林道の管理 

担い手の確保・育成を図

ります 

（４） 

森林資源を生かし

たまちづくり 

森づくり活動団体と協

働によるまちづくりを

目指します 

森林環境教育や木育な

ど、森づくりに対する興

味関心を高めます 

木材の利活用を進めま

す 

森づくり活動に対する支援 

森林への親しみ、木の良さ普及 

木材利用の推進 

森林吸収源に対する理解の促進 
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高原山 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多面的機能 

地球温暖化防止 

安らぎ・潤い 

水の安定供給 

生物の多様性 

水源かん養 

CO₂を吸収 

土砂災害の防止 

保健・レクリエーション 

林業・木材産業（地域産業） 

の活性化 

木質バイオマスエネルギー 

木材の加工 

木材の搬出 

建築物の木造木質化 

CO₂を吸収 

里山林の保全 

森林環境教育・木育 

森づくり団体の活動 

林地残材の回収 

森林資源の利活用 

適地適木 

花粉発生源対策 

シカの食害防止 

担い手確保・育成 
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Plan 

＊森づくりビジョン等の策定・改定 

＊基本的施策・取組・指標の設定 

Action 

＊森づくりビジョン等の見直し 

＊新たな取組検討 

Do 

＊基本的施策の実行 

＊森林所有者・市民・森林組合・林業及

び木材産業等事業者の施策への協力 

Check 

＊指標に対する評価、分析、課題の抽出 

＊進捗状況の報告書作成 

＊森づくり協議会での評価、審議 

森づくりビジョン等

推進政策調整会議 

＊森づくりビジョン等の

進捗状況確認、評価、見

直しの検討 

＊市長へ報告 

矢板市森づくり協議会 

＊森づくりビジョン等の評

価、見直しなどについての

審議・答申 

森づくりビジョン等

推進政策調整会議 

（事務局：農林課） 

＊森づくりビジョン等の

進捗状況のとりまとめ

報告書の作成 

＊政策調整会議で報告 

 

市長 

＊森づくりビジョン等の

決定 

＊森づくり協議会へ諮問 

５．進捗管理 

 森づくりビジョン等について、毎年度、PDCA サイクルによる進捗管理を行い、基

本的な施策の確実な実行を図っていきます。また、指標に対する評価、分析を行い、

各種取組の課題の抽出、見直しと必要に応じて新たな取組を検討し、レベルアップに

努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 森づくりビジョン等の進捗状況確認、評価、分析、見直しを行うため、数値や費

用対効果だけでなく、数値では表せない成果についても把握、分析を行う必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

                       諮問       答申 

 

 

 

Check・ Action の流れ 
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６．用語集 

 

① 森林 

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２条第１項に規定する森林。次のとおり定

義している。 

1.木竹が集団して生育している土地及びその土地の上にある立木竹 

2.前号の土地の外、木竹の集団的な生育に供される土地 

 

② 水源かん養 

森林が水資源を蓄え、渇水や洪水を緩和するとともに、河川流量を一定以上に維持

し、良質な水を供給する働きをいう。 

 

③ 林業 

木を植え、育った木を伐って木材を生産する産業。きのこや炭などの生産も含まれ

る。なお、木材産業は、山や林・森から切り出した木を用途に応じて加工する産業

のこと。 

 

④ 脱炭素社会 

脱炭素社会（カーボンニュートラル）とは、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の

排出量を実質０に抑える社会のことをいう。 

 

⑤ 再生可能エネルギー 

枯渇することなく永続的に利用できるエネルギーのことで、同時に温室効果ガスを

排出しないクリーンなエネルギーであり、「太陽光」「風力」「水力」「地熱」「大

気中の熱、その他の自然界に存在する熱」「バイオマスエネルギー」のことをいう。 

 

⑥ 盛土規制 

宅地造成、盛土、土石の堆積による崖崩れや土砂の流出などによる災害を防止する

ための措置と規制。これを定めた法律のことを盛土規制法という。 

 

⑦ 森林整備計画 

地域森林計画の対象となる民有林が存在する市町村が、５年ごとに作成する１０年

を一期とする計画であり、地域の森林・林業の特徴を踏まえた森林整備の基本的な
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考え方やこれを踏まえたゾーニング、地域の実情に即した森林整備を推進するため

の森林施業の標準的な方法及び森林保護等の規範、路網整備等の考え方等を定める

長期的な視点に立った森づくりの構想のこと。 

 

⑧ 矢板市林業成長産業化推進アクションプラン 

林野庁の林業成長産業化地域創出モデル事業⑪の一環で、実施主体である矢板市林

業・木材産業成長化推進協議会が、木材生産に適した林地において、持続的、安定

的に木材を生産できるような構造となること、また、持続可能な産業構造を持った

林業及び木材産業となることを目指し、令和３年３月に策定されたプランのこと。 

 

⑨ 森林経営管理制度 

手入れの行き届いていない森林について、市町村が森林所有者から経営管理の委託

（経営管理権の設定）を受け、林業経営に適した森林は地域の林業経営者に再委託

するとともに、林業経営に適さない森林は市町村が公的に管理（市町村森林経営管

理事業）をする制度のこと。 

 

⑩ 森林環境譲与税 

市町村による森林整備の財源として、令和元(2019)年度から、市町村と都道府県に

対して、私有林人工林面積、林業就業者数及び人口による客観的な基準で按分して

譲与されています。森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、市町村

においては、間伐等の「森林の整備に関する施策」と人材育成・担い手の確保、木

材利用の促進や普及啓発等の「森林の整備の促進に関する施策」に充てることとさ

れています。 

 

⑪ 林業成長産業化地域創出モデル事業 

戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中、地域の川上から川下までの関係

者が連携して森林資源の循環利用を進め、林業の成長産業化を図ることにより、地

元に利益を還元し、地域の活性化に結びつける取組のこと。平成 29 年度に「林業

成長産業化地域創出モデル事業」を創設し、こうした取組を行う地域を林業成長産

業化地域として選定して（平成 29 年度：全国で 16 地域、平成 30 年度：全国で

12 地域）、優先的に支援し、優良事例を創出するとともに、全国への横展開を図

り、林業の成長産業化を推進する。 

 

⑫ 保安林 

水源かん養などの特定の公益的機能を発揮するため、農林水産大臣または都道府県
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知事によって指定される森林のことをいう。伐採や土地の形質変更が制限される。 

 

⑬ 造林 

目的をもって人の手によって森林を造ることをいう。 

 

⑭ 里山林 

人里近くに広がり、昔から人々が利用してきた山（森林）のこと。 

 

⑮ 天然林 

自然に生成した森林のこと。 

 

⑯ 人工林 

人の手によって、造成した森林のこと。 

 

⑰ 皆伐再造林 

森林を構成する林木の一定のまとまりを一度に全部伐採し、植林して森林にする方

法をいう。 

 

⑱ 森林資源の循環利用 

木材を有効利用することにより、「植える→育てる→伐る→上手に使う」という森

林のサイクルがうまく循環すること。これにより、林業の生産活動が活発になると

ともに、森林の多面的機能も十分に発揮されるようになる。 

 

⑲ 主伐期 

成熟した林齢での更新（必ず植える）を伴う伐採をする時期のこと。 

 

⑳ ヤマビル 

ヤマビルは、日陰の湿った環境を好み、山林内の暗くて落葉が堆積しているところ

に生息し、野生生物（ニホンジカやイノシシなど）や人間などに付着して吸血する

生物である。ヤマビルは、付着した野生生物とともに移動するため、生息域は拡大

傾向にあり、山間地域における農林業従事者や観光客などを中心に、ヤマビルによ

る吸血被害が多発生している。 

 


